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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】

事業の開始年月日

23 ～ 35

平成18年4月1日指 定 年 月 日

登録定員

Ⅴ アウトカム項目

事業所は、横浜市営地下鉄ブルーライン三ツ沢下町から、徒歩８分ほどの小高い丘
に建てられています。運営法人は隣接した敷地にもう１軒のグループホームを運営
しています。
＜優れている点＞
常勤で、経験年数が長い職員が多く、入居者との信頼関係が醸成されてきていま
す。日々の積み重ねを経て、表情や動作からも入居者の思いや意向を知ることで、
その意向に沿った言葉がけ、ふれあいを大切にしています。入居者との信頼関係が
構築されていることで、職員も仕事を楽しむ余裕が生まれています。事業所設立時
に、周囲の住民や自治会へ説明会を重ねてきたことで、地域と良好な関係が構築さ
れています。運営推進会議には町内会長や民生委員、地域包括支援センター職員も
参加してくれています。町内会で実施する防災訓練に事業所の職員が参加する一
方、簡易型移動消火器を使った事業所の消火訓練は町内会と合同で実施することに
なっています。また、町内会の祭りの時には神輿が事業所まで訪ねてきて、入居者
を喜ばせています。
＜工夫点＞
緊急搬送時の個人情報カードがきちんと整備されています。緊急時に入居者の性
別・年齢、住所といった基本情報と医療に関する情報、必要な情報を記載したもの
を入居者一人ひとりに透明なファイルで持ち出せるように用意しています。

認知症と診断されても入居者様が自信を持ってその人らしく生きることができるよう
に私たちスタッフは寄り添います。そして入居者様が日々の生活の中で恥ずかしい思
いをすることなく、自分の気持ちを言葉や行動で臆することなく表現できるような環
境を常に備え、表現されたことを真摯に受け止めることができる職員を育成します。
そして楽しい会話と笑い声の絶えない賑やかなホームを作ることに日々腐心していま
す。グループホームの理念の筆頭にある「自由」を尊重し、入居者様一人ひとりの
「個性」を大切にするグループホームを目指しています。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

認知症対応型共同生活介護

56 ～ 68

）

36 ～ 55

評 価 結 果
市町村受理日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/

平成31年1月21日

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
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自己評価項目

 1 ～ 14
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自己評価及び外部評価結果

平成18年4月1日

所　　在　　地

事 業 所 番 号
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　　グループホーム　三ツ沢南の丘

□ 小規模多機能型居宅介護
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1470200856
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの ○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 　　グループホーム　三ツ沢南の丘

 ユニット名 　　あおば

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

株式会社フィールズ



グループホーム三ツ沢南の丘.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

入居者の「自由」「自己決定」「自立
支援」を日常生活の場で意識しながら
支援に結びつけるのではなく、また入
居者を介護する対象として意識するこ
となく、3つの理念を自然な関わりの中
で管理者、職員は実践に移している

事業所の理念は、玄関および各フロア
に掲示し、日常的に職員や入居者、家
族の目に触れるようになっています。
管理者は、職員が理念に基づいて行動
しているかを、職員の行動や入居者の
表情、言葉から検証しています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

日々、入居者と近隣住人との交流は挨
拶程度ではあるが、避難訓練、お祭り
などでは、地域住民と入居者たちは積
極的に交流をしている。

事業所の設立時に近隣にきちんと説明
し、町内会との関係を構築してきてい
ます。隣接するグループホームとの合
同食事会の時に、町内会からテントを
借り、町内会長や民生委員なども参加
しています。町内会の祭りでは神輿が
事業所まで来ています。

認知症の人たちの日々の暮らしを運営
推進会議の席上、出席した地域住民の
代表や民生委員に伝えます。そして町
内会の集まり、集会時に地域の代表や
民生委員は地域の住人にそれらの情報
を伝えている。

運営推進会議では開催月前2か月間の
ホームの運営状況を伝えています。
サービス実施状況、事故、急変、行事
などを伝え、地域と協同出来ることに
目を向けるようにしている。

運営推進会議は２ヶ月ごとに開き、町
内会長や民生委員、地域包括支援セン
ター職員、入居者家族が参加していま
す。事業所の運営状況を報告し、ま
た、事業所への要望、意見も出されて
います。

月に一度、第2金曜日に介護相談員が来
所されます。入居者の生活状況や入居
者から直接困りごとを聞き取ったりし
ています。それらを元に区の担当者と
ホームは入居者の生活向上に努めてい
る。

神奈川区役所の高齢障害福祉課とは事
業所の運営に関して必要に応じて相談
しています。区の生活支援課とは生活
保護の入居者の関係で、電話などで連
絡しています。横浜市のグループホー
ム連絡会に参加し、勉強会や情報交換
をしています。

株式会社フィールズ



グループホーム三ツ沢南の丘.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

身体拘束が良くないことは誰もが理解
をしている。では何が身体拘束なの
か。具体的な行為を挙げていく。鍵、
紐、柵、手袋、ベルト、抑制衣、薬、
隔離などからいろいろと想像し、入居
者の不安、怒り、諦めや身体機能の低
下など、職員は理解し、しないケアを
実施している。

身体拘束に関するマニュアルが作成さ
れています。月１回各フロアで行われ
るカンファレンスでは、身体拘束など
について、研修を行っています。基本
的にベッドサイドのセンサーはつけて
いません。ただ、骨折などの危険性が
ある入居者に関しては家族と話し合
い、設置しています。

インターネットを通じて介護に関する
講座をカンファレンス時に職員は受け
るようにしている。特に虐待について
目につきやすい身体的な虐待への注意
はするが、心理的虐待、特に言葉につ
いては職員同士で話し合える環境はあ
る。

単身生活保護者が多く在籍するグルー
プホームです。管理者がいろいろな機
会ごとに区高齢支援課などと連絡をと
りながら、できる支援に努めていま
す。特に単身で金銭管理に支援が必要
な入居者多いのでその支援に努めてい
ます。

入居契約は管理者が行っています。締
結に当たっては、主にご家族、後見人
に管理者が契約書の条文を一つひとつ
読み上げ説明をしながら理解していた
だいています。

入居者の意見や要望は介護相談員制度
を用いて月に一度相談員が入居者から
声を拾って管理者に届けます。家族か
らの声は、家族の訪問があった時に職
員が積極的に声を聴かせていただき、
その声をフロアカンファに載せる様に
しています。

職員は日常的に入居者から要望や意見
を聞くようにしています。２ヶ月に１
回開かれる運営推進会議に、家族の代
表が参加しており、要望を出していま
す。入居者や家族から出てきた要望、
意見はカンファレンスの時に取り上
げ、対応を相談しています。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

代表者、管理者はフロアカンファレン
スに出席して職員の声を聴く努力をし
ている。職員からの意見、提案を運営
側に直接伝える機会はあるが、フォー
マルなものではない。

管理者は日常的に職員の意見を聞くよ
うにしています。また、職員からの相
談も気軽に受けています。毎月、カン
ファレンスがあり、基本的に出勤して
いる全員が出席し、職員の意見や要望
が出されています。

代表者は入職時に交わした個々の職員
との雇用契約を定期的に見直してい
る。個々の職員の勤務状況を鑑みて相
応しい資格取得に向けての講習会への
参加を勧め、職員、職場の活性化に努
めている。

代表者は、職員が適切な介護と有益な
経験を積めるように積極的に講習会、
研修への参加を促します。個人的に興
味のある講習、研修に対しても参加が
可能で、その参加費用についても事業
者が負担しています。

同業他社との交流は管理者が主に行っ
ています。管理者が交流を通して得る
知識や情報を職員に伝えながらサービ
ス向上に繋げています。

今までと異なった生活環境に身を置く
ことになります。入居するまでの生活
の情報を集め、入居後の様子観察をし
て、職員は観察された両方の様子を共
有し、言葉掛けを積極的に行い、困っ
たこと、不安を掴んで寄り添います。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

ご家族と入居者との繋がりを大切にし
て、その関係がこれからも上手く続く
ように職員は意識してご家族の言葉に
耳を傾け、何でも相談できるような気
の置けない関係作りに努めています。

地域密着型サービスのグループホーム
に入居を決めた理由は？本人と家族に
当該サービス利用を決めさせた理由が
まさに「その時」両者に必要となる支
援になるのではないかと思います。

その人が出来ること出来ないことを職
員は見極め、本人の意向に沿って出来
ることでも本人の負担とならないよう
な配慮をしながら、本人の出来ること
を長く続けてもらえるような支援に努
めています。

ホーム運営の主体は入居者です。その
入居者を支えるのは職員だけではあり
ません。その人を知る家族の存在なく
してホームの運営はありません。家族
も職員も入居者がホームで有意義な時
間を過ごせるように協同する関係と捉
えています。

入居時に本人や家族から馴染みのある
人や場所について伺い、また専用の入
居時シートにもそれらの記載がありま
す。しかし支援が困難なケースが多
く、馴染みの人と電話で話すことが唯
一の支援となっているのが現状です。

入居期間が長期化しており、次第に馴
染みの関係が少なくなっています。そ
の中でも昔の友人から電話がかかって
くる入居者もいます。事業所の近くか
らの入居者の場合は、近隣の人が来て
くれることもあります。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

日常生活を見ていると職員が割って入
らずとも入居者間での交流を通して支
え合っている場面が自然に見られま
す。注意を要するのがひとりでいつも
過ごしている方です。そのような方は
まず職員が関わりを多くして孤立を防
いでいます。

契約終了後全ての利用者のフォローは
していません。本人やご家族から退所
後もお付き合い、フォローをお願いさ
れれば勿論関係は継続。ケアをしてき
た経過から今後もフォローの必要性を
感じる入居者やご家族には連絡を入れ
るようにしています。

一人ひとりが持つ思いについて、言葉
で表現できる人は容易に掴めますが、
言葉で上手く表現できない人の思いが
掴みきれません。表出されるお顔の表
情や行動から思いや意向を想像するこ
とも重要であると考えます。

日常的に入居者の意向や希望を聞き出
すように努めています。言葉だけでは
なく、表情や動作からも、普段と違う
状態を感じ取って、意向を把握するよ
うにしています。そのためにも、入居
者との信頼関係を普段から作り上げて
いくことが大切と考えています。

入居時に「日常生活ご様子シート」と
いうシートを用いて今までの生活を垣
間見れるような工夫をしています。し
かし独居生活が長く、その方の過去の
生活を知る人がいなことも多く、把握
が出来ない方も中にはいらっしゃいま
す。

職員は一人ひとりの入居者の過ごし方
を常に観察しています。朝のバイタル
チェックで心身の状態を観察し、身体
の具合も尋ねて状態把握に努めてい
る。日内での変動も職員間で観察しそ
の観察結果を申し送っている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

本人が本当に必要としている援助かど
うか。計画された援助がケアする人達
たちの思いを元に立案されることがな
いように注意をしています。「その人
らしさ」はその人が一番よく知って訳
で、我々が考える「その人らしさ」と
異なることがある。

ケアプランは、４ヶ月～半年に１回ず
つ見直しています。月に１回各フロア
で、ケアカンファレンスを実施し、ア
セスメントシートを用いて個別の入居
者の様子をチェックしています。これ
らの評価は、次回のケアプラン作成時
に情報として活用しています。

日々の様子を記録し、気付きを申し送
り、問題点をカンファレンスの課題に
載せて話し合い、それら一連の流れの
情報を職員間で読み返して共有を図っ
ている。共有された情報を基にカン
ファレンスではモニタリング、アセス
メントを繰り返す。

外部のデイサービスと連携をして、デ
イサービスに参加を希望する入居者に
は参加して頂いている。日帰り小旅
行、カラオケ大会、グルメ食事会等、
なかなかグループホームではできない
企画に参加している。

地域ケアプラザの認知症カフェ、小規
模多機能ホーム、小規模デイ等から催
事に声がかかる。弊ホームの立地と入
居者の移動能力低下が催事への参加を
阻んでいる。ホームの外で楽しい時間
を送ることが出来る支援をしたい。

医療に関しては訪問診療（2回／月）訪
問歯科（4回／月）の説明を行い、ご理
解、同意を得て訪問診療を受けて頂い
ている。入居以前の主治医との関係を
断ちたくないとのご希望があれば、そ
の時はそれが優先されます。

本人、家族の同意を得てかかりつけ医
を訪問医療機関に変更してもらってい
ます。外来受診は家族対応が基本です
が、殆どの場合事業所で同行していま
す。受診内容は訪問診療経過記録に記
入し、職員間で情報共有し、入居者の
健康管理に努めています。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

入居者の状態について看護師の診察が
必要と判断した時には、気付いた状態
の変化を看護師に伝え判断を仰ぎ、受
診が必要であれば看護師より主治医に
上申し主治医の判断を仰ぐことになっ
ている。緊急性の高い時には看護師判
断で救急搬送を行います。

環境の変化による認知症症状の進行を
防ぐため入居者の入院時はなるべく多
く面会に行き、早期の退院を主治医、
看護師、相談員等入院先病院関係者と
話し合います。外来受診、入院先は近
隣の総合病院が多く、病院関係者との
関係作りはできている

看取りはしていない。医療的措置が常
時必要となった時点で主治医に紹介状
を作成して頂き受け入れ先病院を捜し
転院となる。事業所としては入居時や
家族の面会時等に終末期のあり方希望
について繰り返し尋ねると共に変更が
ないか再確認している

入居時に本人、家族に看取りは実施し
ていないことを説明しています。主治
医の判断で医療的措置が常時必要と
なった時は転院先を探すなどの支援を
しています。

入居者の急変時には看護師、管理者が
応急手当、初期対応をする。看護師、
管理者が不在の時はオンコール。職員
全員が緊急時対応を身に付けてはいな
い。看護師、管理者が不在の時は、♯
７１１９に電話して状態を伝え判断を
仰ぐこともある。

月に一度のフロアカンファレンスで避
難路、避難方法の確認を行っている。
入居者の避難時には地域との消防連携
協定に基づいて近隣住民の協力体制が
できている。

消防署、町内会及び事業所で防災協定
覚書を交わし協力体制を構築していま
す。敷地内にスタンドパイプ式初期消
火器具を設置しています。災害時にす
みやかに行動できるように入居者の状
態を常に把握しています。家具転倒防
止策が施されています。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

入居者の人格を尊重すると共に人間関
係における言葉の大切さについてネッ
トを使った講習で接遇、対応を学び、
プライバシーを損ねない言葉掛けに注
意を払っている。

日常会話や行動から入居者個人の思い
を知ることにより、気持ちに寄り添っ
た言葉掛けやふれあいを大切にしてい
ます。また入居者の一人ひとりの時間
の送り方を大切にしています。

グループホームの理念の一つに「自己
決定」があります。この理念にある
「自己決定」は、入居者が「自己決
定」しやすい環境を作って差し上げる
ことです。そのような環境作りに努め
ています。

入居者の日々の過ごし方は大よそ決
まっています。ゆったりとしたペース
で時間を送っていただいております。
一人ひとりの希望に沿うことはなかな
か出来ません。お話を伺って希望に沿
えない旨を説明してご理解いただくこ
とが多いです。

持参した衣類やアクセサリー等でその
方のおしゃれや嗜好を想像し、その人
が好みそうなおしゃれを提案していま
す。そして清潔なものを身に付けて頂
いています。

出来ること出来ないことを見極めて、
負担を少なくしなるべく多くの入居者
に参加して頂き、分担をしながら食事
の後片づけを中心に職員と一緒に行
なっています。

献立や食材は外部の業者に委託してい
ます。入居者の希望や要望は食レクリ
エーションを企画して対応していま
す。入居者はできることを手伝ってい
ます。会話を楽しみながら食事をする
グループ、静かに食事するグループが
あります。

株式会社フィールズ



グループホーム三ツ沢南の丘.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

食事についてはメニュー、レシピ、材
料を食材会社に委託して栄養面での
フォローも受けています。量管理は本
人の今までの摂取状況に合わせていま
す。水分は一日あたり1,500mlを目安に
ほうじ茶、ジュース他を飲んでいただ
いている。

毎食後、入居者は一人ひとり自力で口
腔ケアを行います。自力できれいにケ
アできる人は少ないです。職員による
援助も行います。週に一度歯科医、衛
生士により口腔内チェック、ケア、ブ
ラシング指導があります。

排泄に援助が必要な入居者が恥ずかし
い思いをせずスムーズに排泄が出来る
ように支援に努めています。排泄表を
用いパターンを把握、声掛け誘導(その
人特有の言葉掛けもあり）、気持ちよ
く排泄できるようにをモットーに援助
をしている。

日常の関わりの中で信頼関係を築き、
入居者が羞恥心を感じることなく排泄
の意思表示ができるように努めていま
す。排泄に失敗しても自ら教えてくれ
るようになった入居者もいます。

高齢者には便秘の方が多いです。便秘
は徘徊や帰宅願望に結びつくこともあ
ります。消化の良い物、繊維質といっ
た食内容や、咀嚼、室内でのウォーキ
ング、お腹のマッサージ、深呼吸、い
ろいろと工夫をして下剤に頼らない排
便支援をしている。

自分の好きな時に入浴ができる。夜、
寝る前に入浴ができる。そんな希望に
添えればいいのですが。現実は週２回
の午後入浴が基本です。制約のある中
のんびり時間をかけてゆったりと入浴
して頂きます。（個々人の体調や習慣
に合わせてですが）

入浴は週２回、１日に３名ずつを基本
としていますが、体調や状況により臨
機応変に対応しています。ゆったりし
た時間の中で会話を楽しみながら入浴
ができるよう努めています。ヒート
ショックにも気を配り、浴室内外の温
度差にも気を付けています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

居室の温度や湿度などをエアコンで調
整し、遮光や遮音にも注意を払い、心
地よく眠れるように支援をしていま
す。衣類や寝具についても個別にその
人に合わせた支援行って眠りに導いて
います。

入居者の抱える病気と必要な薬の関係
については主治医より説明があり、訪
問診療経過観察の記録を通して職員は
理解をしている。薬の効能、副作用、
注意事項については薬局からの説明書
で確認。

職員は一人ひとりの入居者が落ち着い
て取り組めることを、入居時に本人や
家族や入居前に利用していたサービス
事業者から情報として得て、職員と一
緒に行ないながら支援に努めている。

ホームが立地する周辺は急坂が多く個
別支援がないと外出ができない制約が
ある。ホーム脇のベンチにはよく出て
外気浴をします。本人が希望する普段
いけない場所への外出支援は稀ですが
数回行えたのみ。茨城県の実家、スー
パー銭湯等へ行くなどの個別支援

日常的な外出が難しい環境にあるた
め、天気の良い日は事業所の外に並べ
たベンチで外気浴をしています。外出
や外泊の準備も家族と連携して支援し
ています。通院同行送迎などの個別支
援も積極的に行っています。

入居者はお金を所持していません。し
かし入居者の中にはホーム外のサービ
スを利用する方もおり、その方へは外
出時にお小遣いを渡して本人の好きな
ことをして頂いております。食事、喫
茶店、カラオケ、ボーリング等に行か
れています。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

外部の子供、親戚、友人等へ電話、手
紙で連絡をとりたいとの希望がある時
は実現できるように支援しておりま
す。携帯電話を所持して個人的に連絡
をとっている入居者もおります。

認知症高齢者は常に周囲に気を遣い過
ごされていて些細なことでも気になり
混乱される様子が見られる。職員は前
述のことを気にかけ一人ひとりの入居
者の様子を窺い、気持ちよく過ごせる
ような空間作りに配慮、注意をしてま
す。

リビングや廊下には入居者が作成した
季節のはり絵や刺繍のタペストリーが
飾られています。光が苦手な人にはあ
たらないよう工夫したり、入居者同士
の席にも配慮しています。トイレ内に
は使用方法が貼ってあり、入居者に分
かりやすくなっています。一人になり
たい時の空間もあります。

共用空間の中で独りになれる所はテレ
ビ横のソファーしかありません。ここ
でフットマッサージ器を置いて一人
ゆっくりとマッサージ器にかかってい
る方もいます。各自のお部屋に誘い合
うような入居者間交流はほとんど見ら
れません。

入居時に入居者が今まで使っていた馴
染みの物を持ち込んで部屋作りをして
頂くようにしています。他の入居者の
お部屋を見て頂いたり、生活動線など
をアドバイスする以外は本人とご家族
で好きなように空間作りをしてして頂
いています。

入居時には持ち込み可否チェック表を
用いて説明すると共に、馴染みの物を
持ち込んで部屋作りをしてもらうよう
に話しています。転倒の危険のある人
には転倒防止のために家具の配置をア
ドバイスすることもあります。

入居者各自のお部屋には表札をつけ、
トイレの水洗レバーには流し方を表示
し「できること」、「わかること」の
援助をしている。できること、わかる
ことが、いつ出来なく、わからなくな
るかわかりません。表示がその一助に
なるかもと思う。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

○ 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの ○ 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

 事業所名 　　グループホーム　三ツ沢南の丘

 ユニット名 　　わかば

　Ⅴ　アウトカム項目

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）
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グループホーム三ツ沢南の丘.xls

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有
して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられ
るよう、事業所自体が地域の一員として日常的
に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活か
している。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業
所の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでい
る。

年６回、２か月ごとに運営推進会議を
開催しています。開催月前の２か月間
についての事業所運営、活動報告を行
い、それに対してご意見をいただき、
次回又は次々回の運営推進会議時にい
ただいたご意見の結果報告をするよう
にしています。

日頃から区役所高齢障害支援課、生活
支援課と連絡を取り合い、介護保険認
定申請、おむつの横出しサービス、後
見人要請、医療機関受診、生活支援な
ど電話連絡だけではなく、顔を合わせ
て担当者と話し合いをしております。

町内会に加入しています。年２回の避
難訓練、町内会主催の敬老会、町内会
のお祭り時の神輿の来所、事業所での
合同祭へ近隣住人の参加等、町内会、
事業所の年間行事への相互参加があり
ます。日々は散歩時に近隣の方と挨拶
を交わす程度です。

認知症カフェが各地で取り上げられ、
運営も始まっています。三ツ沢地域で
もケアプラザが中心になって認知症カ
フェが始まっています。そんな中で弊
事業所は他の認知症カフェとの情報交
換、橋渡しを行っています。

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

「自由」「自己決定」「自立」の支援
を理念としている。入居者が発する言
葉やいろいろな動きの持つ意味につい
て、職員、管理者は発せられた言葉、
行動が持つ思いや気持ちがどのような
ものであったのか検証する機会を設け
ている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的
な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を
含めて身体拘束をしないケアに取り組んでい
る。

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について
学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での
虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよ
う支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や
家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行
い理解・納得を図っている。

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並
びに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている。

利用者の声や傾聴から得られる要望は
真摯に受け止め職員間で共有し、出来
る限り実現できるような体制はできて
います。すべて実現とはいきませんが
代替案の実現でご理解頂くことも多々
あります。

入居者は認知症を抱え判断力は低下し
ている。生活上の諸々の契約や福祉
サービスを受けるの当たっても第三者
の援助を必要としている状況にある。
後見人を設定して福祉サービスが適切
に受けられるように支援に努めている

契約時は十分に時間をとって契約内容
の読み合わせ、具体例を用いての説明
を行っています。説明後には相互確認
を行い、説明後に新たに発生する疑問
には遂次、ご理解いた抱けるように、
行き違いの無いように説明をしていま
す。

介護に関するネット配信サービスを利
用して（e-ラーニング）、月１回行わ
れる各フロアのカンファレンス中で身
体拘束、虐待、人権等について研修を
行い学んでいる。

介護に関するネット配信サービスを利
用して虐待について研修を行い学んで
いる。入居者の発する言葉、行動、表
情、衣服、身体状況、頭髪などから虐
待が疑われるものを感じとる感性を養
い、感じ取ったものを職員間で話し合
える環境を作っている
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりが
いなど、各自が向上心を持って働けるよう職場
環境・条件の整備に努めている。

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機
会の確保や、働きながらトレーニングしていく
ことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相
互訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づくり
に努めている。

横浜市グループホーム連絡会、神奈川
県グループ協議会に加入し、管理者、
ホーム長が会議、講習、行事等に出席
している。そこで同業者間でのケアへ
の取り組み等情報交換を行ないホーム
に持ち帰り、ケアの質の向上に繋げて
いる。

入居開始から１週間～１０日程度、本
人の発する言葉に耳を傾け、諸々の場
面での行動を職員は２４時間シートに
記録。言葉や行動に潜む困っているこ
と、不安、要望について職員は考えを
巡らせ、声掛けをしながらそれらの軽
減を図っている。

代表者は職員が保持する資格や勤務年
数だけではなく、それ以上に入居者と
過ごす日々の勤務内容について十分に
考慮して個々の職員の給与を決定して
います。また処遇については個々の職
員と話し合い、面談も実施していま
す。

代表者は職員の外部研修を積極的に呼
び掛けている。そして職員の日々の勤
務状況や力量に合った研修をピック
アップして職員に受講を勧めている。
受講料金、交通費は事業所で負担をし
ている。

朝、夕の勤務交替時の申し送りの際、
代表者、施設長、管理者のいずれか
は、なるべくその場に同席して勤務交
替時の申し送りのほか、職員の意見、
要望、提案といった声を直接聞くよう
にしている。
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を傾
けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族
等が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努めてい
る。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いてい
る。

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている。

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めてい
る。

馴染みの人、馴染みの場所といった個
人情報を得ている入居者はいます。し
かしその関係を途切れないようにする
支援は、アルバムの写真見たり、新聞
の写真を見たりして回想法形式で支援
しているのが現状です。

日常生活の中で入居者一人ひとりので
きることを見極め、出来ることをお手
伝い頂いている。食事の盛り付け、食
器拭き、床掃除、洗濯物たたみ、ゴミ
箱作り、新聞たたみ等。お手伝い頂い
た時は「ありがとうございます」の言
葉を忘れない。

ホームで暮らす入居者の日々の状況を
職員は「家族への手紙」「電話連絡」
「面会時の会話」を通して伝えてい
る。ご家族、職員が情報を共有するこ
とで入居者への理解を深め、ご家族も
介護に参加する意識が高められてい
る。

入居に際し、なぜ入居を希望するの
か？その希望する理由、一番困ってい
ることをお聞きし、一緒に考えていく
といった姿勢を大切にしています。

利用開始に当たり①日常生活のご様子
シート②生活歴③認知症経過シート④
家族状況とグループホームに期待する
こと　４枚のホーム独自のシートで情
報を収集して「その時」必要な支援を
検討しています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立
せずに利用者同士が関わり合い、支え合えるよ
うな支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把
握に努めている。困難な場合は、本人本位に検
討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活
環境、これまでのサービス利用の経過等の把握
に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有す
る力等の現状の把握に努めている。

入居時に入居者の生活歴について、
ホーム独自のシートを使って情報収集
をしている。（①日常生活のご様子
シート②生活歴③認知症経過シート④
家族状況とグループホームに期待する
こと）

職員は毎朝、入居者一人ひとりに声を
掛けながら心身の様子を観察すると共
に食事摂取状況、日課、レクレーショ
ン、他の入居者との交流風景などを観
察しながらその日の本人の状態を把握
をしている。

契約終了、退居後も、管理者はご家族
と連絡をとったり、移られた施設に本
人を尋ねたりして退居後フォローを
行っている。

入居時にここで生活するに当たって本
人から思いや希望を聞かせていただく
と共に思いや希望を表現しない人、で
きない人には日々の生活の中での本人
の言動から察してその実現に取り組ん
でいます。

日常の生活の中で入居者間の交流の様
子を観察しています。観察していく中
で相性の良いと思われる入居者同志に
は交流しやすいような雰囲気作りや会
話のしやすい座席の配置を考慮し交流
の促進をしています。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫
を個別記録に記入し、職員間で情報を共有しな
がら実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔
軟な支援やサービスの多機能化に取り組んでい
る。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把
握し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊
かな暮らしを楽しむことができるよう支援して
いる。

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築
きながら、適切な医療を受けられるように支援
している。

グループホームの入居者は月に２度の
訪問診療と週に１度の訪問歯科の受診
が可能です。受診に際しては、本人ご
家族と医療者間で契約を交わし、適切
な診療が行われるように事業所が支援
に努めています。

最近胃を全摘出した入居者には6回の食
事と入院先栄養課の指導を受け特別メ
ニューの食事提供。最近両手首骨折手
術した入居者には入院先リハビリ課の
指導でリハビリの実施。出来る限り必
要なサービスを提供し支援に努めてい
ます。

地域ケアプラザ主催の認知症化カフェ
が月に一度、第３金曜日に開催されま
す。グループホームの近隣から入居さ
れた入居者は、カフェ参加者に顔見知
りも多く楽しい時間を過ごすことがで
きている。

職員は毎月一度ケアカンファレンスを
開き、前回策定のプランのモニタリン
グし、個々の入居者の生活状況につい
て意見交換をする。そしてより良い入
居生活を送るに当たっての必要な援助
について話し合い、介護計画を策定し
ている。

日々の生活の中で観察された入居者の
いつもと違った様子について、①入居
者の言動②職員の気付き③職員の働き
掛け④その結果等、SOAP的考え方に基
づき日々の個人記録に残すようにして
いる。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診や
看護を受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるよう
に、病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。又は、そうした場合に備えて病院関係者と
の関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早
い段階から本人・家族等と話し合いを行い、事
業所でできることを十分に説明しながら方針を
共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取
り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている。

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている。

日中に急変、事故が発生した時は、看
護師、施設長、管理者が対応。夜間は
オンコール体制でその日の担当を決
め、急変、事故時に備えています。応
急手当、初期対応等について定期的に
は訓練が行えず不安を持つ職員も中に
はいる。

災害時の入居者避難誘導方法などは、
月一度のフロアカンファレンス時に確
認をしている。町内会とは災害時の連
携協力契約を結び、年２回の火災避難
訓練にもご協力いただいている。

入居者の入院時は、グループホームの
主治医、管理者が入院先の主治医や看
護師、相談員と連携し情報交換を密に
行い、早期退院に努めている。入院先
はほぼいつも同じ総合病院に決めてお
り病院関係者との関係も良好である。

看取りは基本的に行っていない。しか
し重度化、終末期について、人生の最
終段階における医療、ケアを本人ご家
族はどのようにお考えかを機会あるご
とに尋ね、ホームとして出来ることを
説明している。地域からは訪問看護の
支援を頂けることになっている。

看護師が勤務する日のユニットリー
ダーは、入居者ひとり一人の日々の状
況について看護師に伝達し、看護師の
医療的アドバイス、フォローを受け、
看護師は受診の必要性等について主治
医と相談して適切な対応に努めてい
る。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、
自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、
一人ひとりのペースを大切にし、その日をどの
ように過ごしたいか、希望にそって支援してい
る。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している。

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒
に準備や食事、片付けをしている。

全ての入居者ではありませんが、お手
伝いができる入居者には、お皿を並べ
たり、盛り付け、下膳、食器拭きなど
を交替で行っていただいています。

日課、ルーティンワークで毎日の入居
者の一日の送り方がほぼ決まってしま
います。希望を尋ねること少ないです
が、職員側から過ごし方をいくつか提
案して、その中で選んでいただき行っ
ていただくことが多いと思います。

全ての入居者にではありませんが、身
だしなみについては、入居者本人に身
に付けたいものを尋ねながら、同意を
求めて身に付けて頂くようにしていま
す。選べない人には清潔で明るい色の
衣類を身に付けて頂いています。

言葉掛けや対応は、入居者一人ひとり
が嫌な思いや恥ずかしい思いをするこ
とがないように職員一人ひとりが注意
をしています。

グループホームの理念に「自己決定」
があります。職員は入居者の思いや希
望が表出しやすい環境、遠慮のいらな
い環境をつくり、表出しやすいように
言葉を引き出す優しい関わりに努めて
います
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じ
て確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習
慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、
一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔
ケアをしている。

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひと
りの力や排泄のパターン、習慣を活かして、ト
イレでの排泄や排泄の自立に向けた支援を行っ
ている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる。

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴
を楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯
を決めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援
をしている。

腸の働きが衰えて便秘を起こす人が多
い。毎日の体操や動的レクレーション
で身体を動かす機会を増やすと共に排
便を我慢をしない言葉掛け、毎朝定時
のトイレ誘導、繊維質、牛乳、ヨーグ
ルトの摂取、呼吸法などを個々に行っ
ている。

一日3人を目安に週2回の入浴を実施。
ゆっくり入浴できるように時間はたっ
ぷりとっています。多汗な人、尿、便
失禁の多い人などは入浴回数を増やし
て対応しています。

食後は口腔ケアの時間を設けて入居者
は口腔ケアを自分で行っています。不
十分な方は仕上げを職員が行っていま
す。週に一度、歯科医と歯科衛生士が
口腔内のチェックと口腔ケアを行って
います。

排泄チェック表に入居者一人ひとりの
排泄状況を記入していきます。入居者
一人ひとりの排泄間隔、パターンを職
員は共有し、排泄表のチェック状況を
確認してトイレに声掛け誘導します。

栄養バランスは、メュー、レシピ、材
料を外部の専門業者に委託していま
す。入居者一人ひとりの食事量につい
ては、本人と相談、状態を見ながら決
めています。水分量は一日目安1,500ｃ
ｃ。食事も水分量もチェックリストで
管理しています。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよ
う支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、
用法や用量について理解しており、服薬の支援
と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好
品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る。

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出
かけられるよう支援に努めている。また、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しながら出かけら
れるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解
しており、一人ひとりの希望や力に応じて、お
金を所持したり使えるように支援している。

お金を所持している入居者は基本的に
いませんが、外出を希望し、金銭管理
のできる入居者には、お預かりしてい
るお小遣いを渡して買い物や食事に
行っていただく支援をしています。

入居時に入居者の生活歴について、
ホーム独自のシートを使って情報収集
をしている。（①日常生活のご様子
シート②生活歴）それらから本人の好
みそうなホームでフォローできるもの
を選んで提供しています。

外出支援については、ホームを取り巻
く環境に坂が多く、職員とマンツーマ
ンでないと外出できない状況にありま
す。本人の希望に沿った外出支援は難
しい状況です。しかしご家族の中には
外出支援にご協力いただける方々もい
らっしゃいます。

居室の温度や湿度などをエアコンで調
整し、遮光や遮音にも注意を払い心地
よく眠れるように支援をしています。
衣類や寝具についても個別にその人に
合わせた支援行って眠りに導いていま
す。

職員は薬局から渡される個々の入居者
の処方された薬の説明書に目を通し、
薬効、副作用、内服する時間、注意事
項を確認している。内服薬については
訪問医からもアドバイスを受けてい
る。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手
紙のやり取りができるように支援をしている。

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温
度など）がないように配慮し、生活感や季節感
を採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場所
の工夫をしている。

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相
談しながら、使い慣れたものや好みのものを活
かして、本人が居心地よく過ごせるような工夫
をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫している。

各部屋にはベッドとエアコンがグル―
プホームから提供されています。入居
時に提供品以外のものを持ち込んでお
部屋作りをして頂きます。使い慣れた
馴染みの物を持ってきて頂いて入居者
とご家族が相談しながら部屋作りをし
ています。

日々の日課も職員の指示がないと行え
ない入居者が多い。指示の方法も口頭
での指示が理解できない人もいる。し
かし他入居者が行う行動につられて行
う人もいる。本人が恥ずかし思いをせ
ず負担の無いような「できること」を
行っている。

清潔できれいな共用空間作りと居心地
の良い環境作りに努めている。認知症
中核症状の判断力の低下から不快や混
乱を招き、新たなBPSDの出現などを生
まないように注意を払っている。

共用空間の中で独りになれる所は少な
い。独りなりたい時、逃げ場的な空間
として職員事務所を訪ねてくる入居者
は多い。入居者間でお部屋を尋ねたり
することに制限はなく、気の合った入
居者との個別交流は良く見られていま
す。

電話、手紙を使って外部の家族、知人
と連絡が取りたいと希望する入居者に
は、事業所の電話やはがき、封書手紙
などの通信手段を用いて連絡が取れる
ような支援をしています。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 27

〇個々の記録と実践への反映
例えば介護計画に沿った介護を実施する。実施
した内容と入居者の反応を記録する。記録され
る内容が日を重ねるにつれて画一化されてく
る。新しい気付き等が乏しくなってくる。

入居者の日々の暮らしはいつも同じように見え
ても、心の中はいつも同じではないことを念頭
に関わりを持つこと。

職員誰もが共有している情報がある一方、個々
の職員のいろいろな関わり方で生まれる情報が
ある。関わりで生まれた情報すべてを記録する
ことは限られた勤務時間内ではできないだろう
し、たとえ記録できても共有はできないだろ
う。個々の入居者の性格、生活史は情報として
職員間で共有できる。職員間で共有できている
情報（性格、生活史など）を基にその人らしさ
が目に浮かぶような記録に取り組むとともに画
一的な中身の薄い記録には職員間で是正に努め
る。

１２ヶ月

2 33

〇重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
弊施設は看取りを行っていない。入居時に利用
者、家族にはその旨の説明を行い同意を得て入
居して頂いている。入居者は高齢で疾病を抱え
ている方も多く、急変により救急搬送をした
り、中には間に合わずホームでお亡くなりにな
る方もいる。看取りを行わない施設ですが、入
居中にお亡くなりになる入居者がいたり、入居
者、家族には急変時に救急搬送を望まない方も
います。

重度化、終末期となった時、入居者、ご家族が
どのようにしたいかを尋ね、現状では看取りは
できないが、できる限り希望に沿えるようにす
る。

入居者、ご家族から重度化、終末期を迎えた時
にどのように過ごしたいかをお尋ねします。
ホームで実現できることは説明し、現状ホーム
では無理なこと、困難なことには話し合いをし
て、代替となる案を説明します。

現在、看取りは行っていないが、看取りを行っ
ていない理由は何か（阻んでいるものは何
か）。今後、看取りを検討した時に懸念される
事柄について考えてみる。（看取りの実施に向
けて、協力医療機関との連携、看取りを行って
いる交流のあるグループホームとの意見交換等
を通して考えていきます）

１２ヶ月

3 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。
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事業所名　グループホーム　三ツ沢南の丘　

作成日：　平成３１年１月１８日


